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だより

辻が花の美しさにうっとり

主
調
は
「
温
故
知
新
」
。
〃
桃
山

階
大
広
間
で
み
よ
し
や
秋
の
特

足
を
と
め
て
ウ
ッ
ト
リ
と
。

文
様
と
い
わ
れ
て
い
る
辻
が
花

別
創
作
発
表
展
が
開
か
れ
た
。

ら
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
９
月
☆
神
戸
で
初
め
て
の
補
聴
器
た
、

で
は
参
考
作
品
と
し
て
久
保
田

ｎ
日
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
ニ
防
音
測
定
室
で
オ
ー
デ
イ
オ
メ

の
格
調
高
い
美
し
さ
に
思
わ
ず

の
趣
き
辻
が
花
″
の
コ
ー
ナ
ー

一
竹
さ
ん
が
出
品
。
世
に
幻
の

神戸百店会

ひ
と
り
ひ
と
り
の
難
聴
の
程
度

補
聴
器
は
メ
ガ
ネ
と
同
様
、

器
オ
ー
デ
ィ
オ
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
。
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

院
で
は
神
戸
で
初
め
て
の
雑
亜
偲

す
。
元
町
３
丁
目
の
神
戸
眼
鏡

に
よ
っ
て
す
べ
て
異
な
り
ま

展示場にて末積社長夫妻

８
９
０
０
０
０
０

最新技術のオーディオコーナー

１
１４９
１

（
・
・
レ
ガ
ン
ス
フ
ロ
濠
〃
）
に
ロ
・
・
プ
ニ
シ

ジ
マ
ー
、
２
Ｆ
（
恋
門
店
プ
ロ
Ｚ
に
ブ

テ
ィ
ッ
ク
セ
リ
ザ
ワ
、
服
飾
細
貨
ち
ん

が
ら
屋
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
シ
ン
ワ
、
舶
来

ブ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ン
ジ
ェ
ル
、
鎧
の
成
駒

家
３
Ｆ
１
７
Ｆ
に
唖
９
１
②
弓
ミ
ニ
魁

が
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
▽
詞
・
プ
ン
。
よ
る
し

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

★
Ｇ
碇
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
駐
Ｅ
ｉ
の
Ｂ
１

（
・
・
レ
ガ
ン
ス
フ
ロ
濠
〃
）
に
ロ
・
・
プ
ニ
シ

ジ
マ
ー
、
２
Ｆ
（
恋
門
店
プ
ロ
Ｚ
に
ブ

テ
ィ
ッ
ク
セ
リ
ザ
ワ
、
服
飾
細
貨
ち
ん

ツ
ク
サ
ン
ジ
ェ
ル
、
鎧
の

家
３
Ｆ
１
７
Ｆ
に
唖
９
１
②
弓
胃
室

が
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
式
．
プ
ン
。
．
Ｆ
貴

く
お
願
い
し
ま
す
。

★
ｒ
Ｃ
Ｃ
レ
ギ
ュ
ラ
ゴ
ー
・
ヒ
ー
．
ク
イ

ズ
に
答
え
て
、
。
；
し
一
・
・
の
国
ブ
ラ
ジ

ル
リ
洲
の
力
・
・
一
一
パ
ル
（
泌
制
間
の
臆

に
抽
せ
ん
摺
鋤
病
さ
ま
を
ご
招
待
〃

ク
イ
ズ
①
妙
っ
た
早
正
・
‐
亙
を
使
用

し
、
ド
リ
プ
パ
ー
や
サ
イ
フ
ォ
ン
な
ど

で
た
て
て
飲
む
コ
ー
ヒ
ー
を
○
○
・
○

○
『
．
－
‐
巳
‐
・
と
い
い
ま
す
。
②
Ｕ
Ｃ
Ｃ

ブ
ラ
ジ
ル
亨
，
に
Ｉ
は
○
○
○
な
味
が

特
徴
で
す
。
官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
応
弊

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
あ
な
た

の
郵
徳
駐
趣
弓
、
住
所
、
氏
亀
、
年
令
、

職
粟
赴
話
稀
号
を
記
入
し
て
〒
卸
ｉ

卯
神
戸
中
央
郵
便
局
秘
響
箱
一
・
’
○

○
号
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
レ
】
‐
・
リ
オ
の
力
ｉ

ニ
パ
ル
ご
招
待
係
ま
で
送
つ
ど
ネ
。

締
切
り
は
狸
月
”
日
（
当
日
遡
即
悔
効
）

発
表
は
１
月
中
旬
、
出
発
は
２
月
哩
胤
。

★
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
で
捻
聾
月
遮
側
、
４
皿

剖
ま
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
カ
ジ
ュ

ア
ル
フ
ァ
．
フ
ェ
ア
を
開
催
（
掴
際
会

館
本
店
に
て
〉

★
胃
・
宮
神
祉
東
側
の
栄
弥
の
常
務
山
崎

仁
銅
さ
ん
が
７
月
、
Ｒ
生
田
神
社
で
ご

結
婚
。
奥
嫌
は
神
戸
大
学
卒
業
後
神
戸

女
多
難
大
瀧
学
中
の
才
女
康
子
さ
ん
。

最
近
料
即
の
修
業
に
も
励
ん
で
お
ら
れ

る
山
崎
さ
ん
．
庖
ｒ
さ
ば
き
が
ど
う
変

わ
り
ま
す
や
ら
、
乞
う
ご
期
待
。
只
今
．

憐
屋
の
新
雁
で
と
て
も
鞍
せ
な
毎
日
。

★
９
月
Ｍ
１
逓
円
の
３
日
間
、
ヱ
ス
タ

ー
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
Ｌ
ア
・
ロ
ー
ド
店
と

セ
ン
タ
・
・
プ
ラ
ザ
店
に
於
て

Ｕ
Ｍ
Ｎ
＆
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｆ’門
ＡＡ

が
開
か
れ
ま
し
た
。

★
元
町
３
丁
目
の
風
月
堂
ホ
ー
ル

月
溢
臼
Ｉ
罰
Ｐ
Ｍ
６
ｍ
釦
、
第
璽

メ
デ
ィ
：
。
Ｎ
・
・
フ
ウ
ゲ
ッ
劇
団
神

淡
・
鬼
の
歌
よ
み
物
語
一
を
。
２
千戸凶でＩＵ
ｍ公．１０ＲＴ
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誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動

神
戸
市
文
化
賞
は
武
田
芳
一

（
小
説
銘
歳
）
、
橋
間
石
（
俳
句

布
歳
）
、
江
田
誠
郎
（
洋
画
布

歳
）
、
大
垣
泰
治
郎
（
洋
画
和
歳
）

桝
井
一
夫
（
洋
画
汀
歳
）
、
広
津

雲
仙
（
書
銘
歳
）
、
大
熊
誠
（
洋

楽
錨
歳
）
、
荒
尾
親
成
（
学
術
布

歳
）
、
清
水
重
夫
（
体
育
氾
歳
）

の
９
氏
に
、
文
化
奨
励
賞
は
、

☆
昭
和
別
年
度
神
戸
市
文
化
奨

励
賞
は
造
形
の
斎
藤
氏
に

神
戸
市
の
文
化
発
展
に
貢
献

し
、
業
績
顕
著
な
個
人
及
び
団

体
に
贈
ら
れ
る
神
戸
市
文
化
賞

と
、
文
化
活
動
に
お
い
て
将
来

を
期
待
さ
れ
る
個
人
及
び
団
体

に
研
究
、
創
作
活
動
を
奨
励
助

成
す
る
た
め
に
贈
る
神
戸
市
文

化
奨
励
賞
の
本
年
度
の
受
賞
者

が
決
定
し
た
。

１
１５０
１

ス
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か

れ
る
。
場
所
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
の
北
公
園
。
出
演
は
、
ジ

ョ
ッ
シ
ュ
大
塚
と
リ
ー
ブ
ス
・

オ
ブ
・
グ
ラ
ス
、
シ
ャ
ギ
ー
．

ボ
ケが

鍵

ロ
ッ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
愛

さ
れ
る
場
に
し
た
い
」
と
、
作

家
で
あ
り
文
化
事
業
部
長
の
吉

蕊
測

受賞する斎藤智さん

多
面
的
な
現
代
空
間
の
表
現
に

独
自
の
制
作
哲
学
を
も
ち
、
一

貫
し
て
そ
の
可
能
性
を
追
求
し

て
い
る
斎
藤
智
氏
（
蝿
歳
）
に

贈
ら
れ
た
。

贈
呈
式
は
９
月
８
日
午
前
ｎ

時
か
ら
相
楽
園
会
館
で
行
わ
れ

宮
崎
辰
雄
神
戸
市
長
か
ら
各
受

賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
、
そ
の
あ
と
受
賞
者
を

囲
ん
で
和
や
か
な
祝
賀
会
が
も

た
れ
た
。

★
現
代
美
術
の
発
表
の
場
を

中
国
景
徳
鎮
の
「
祝
胎
盗
」

や
盤
陵
の
「
彩
下
彩
細
髭
」
を

主
と
し
た
中
国
現
代
陶
芸
と
、

そ
の
芸
術
的
価
値
が
再
認
さ
れ

つ
つ
あ
る
「
汎
太
平
洋
民
族
芸

術
器
」
。
そ
し
て
エ
ン
バ
美
術

展
に
参
加
し
た
作
家
た
ち
に
よ

る
現
代
美
術
の
発
表
、
を
三
本

柱
に
企
画
を
進
め
て
い
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
エ
ン
バ
が
９
月
４
日
オ

ー
プ
ン
し
た
。

「
文
化
的
サ
ロ
ン
と
し
て
、
ま

た
今
秋
芦
屋
に
開
館
予
定
の
エ

ン
バ
中
国
近
代
美
術
館
の
パ
イ

訟峯魚鈴蝉毘騨Ｉ

が

田
稔
郎
氏
。
初
日
に
は
木
村
重

信
、
村
松
寛
氏
を
は
じ
め
阪
神

間
の
作
家
達
が
多
勢
つ
め
か

け
、
な
ご
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
が

開
か
れ
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ェ
ン
パ
／
生
田
区
下
山
手

通
３
１
“
鯉
川
筋
西
田
ビ
ル
－
Ｆ

奮
剰
１
６
２
１
４

☆
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
・
フ
ェ
ス

神
戸
は
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
の

街
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
に
〃
音

楽
仲
間
″
が
あ
ち
こ
ち
に
。
来

た
る
加
月
哩
日
（
日
）
に
は
、

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
仲
間
が
集
ま
っ

て
、
第
一
回
神
戸
ブ
ル
ー
グ
ラ

l唱弔旺

灘
静
豊
，

運
動
の
輪
は
広
が
る

今
月
は
、
誕
生
日
あ
り
が
と
う
述
助

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
の
手
紙
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◇
毎
日
お
忙
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

お
は
ず
か
し
い
こ
と
な
が
ら
、
私
は
ぼ

ん
や
り
と
五
十
年
を
過
ご
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
世
間
に
何
ら
か
の
お
礼
を
し

な
く
て
は
と
、
心
に
あ
り
な
が
ら
何
も

実
行
で
き
ず
梢
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。勝

手
な
が
ら
私
の
分
ま
で
が
ん
ば
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
虫
の
い
い
率
を
お

許
し
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
献
金
を
同
封

い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
（
名
古
屋
市
匿
名
）

◇
先
日
、
毎
日
新
川
の
朝
刊
に
て
「
誕

生
日
あ
り
が
と
う
通
勤
」
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
五
月
十
九
日

生
ま
れ
で
今
二
十
三
才
で
す
。
お
誕
生

日
は
と
っ
く
に
過
ぎ
て
お
り
ま
す
が
、

来
年
の
五
月
を
待
っ
て
お
れ
ま
せ
ん
の

で
、
早
速
運
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
大
阪
府
富
田
林
市
）

◇
（
前
略
）
私
七
月
六
日
に
出
産
い
た

し
ま
し
た
。
「
武
田
倫
明
」
と
名
付
け

ま
し
た
。
無
事
産
ま
れ
ま
し
て
元
気
に

成
長
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
感
謝

を
こ
必
て
、
肺
害
児
の
方
々
が
、
幸
せ

多
い
毎
日
を
送
ら
れ
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
い
た
し
た
い
と
思
い
「
誕
生
日
あ
り

が
と
う
通
勤
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

お
世
話
な
さ
っ
て
い
る
み
な
さ
ま
方

の
ご
苦
労
は
大
変
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
。
尊
い
お
仕
事
ど
う
ぞ
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
（
岡
山
県
仙
前
市
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

間
神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
ｉ
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
Ｆ
郵
便
局
の
隣

電
二
五
一
－
八
一
六
一
内
線
三
一
六

髄や

蕊
濡

初日のパーティ
植野社長

：

ジョッシュ大塚とリーブス
オプグラス

中央
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蕊

京
阪
神
の
バ
ン
ド
鋤
。
み
ん
な

ア
マ
チ
ュ
ア
。
さ
す
が
に
ブ
ル

ー
グ
ラ
ス
発
祥
の
地
神
戸
ら
し

い
催
し
で
、
始
動
し
た
人
工
島

ポ
ー
ト
ァ
ィ
ラ
ン
ド
で
の
初
め

て
の
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

☆
初
代
若
柳
吉
童
、

二
代
目
吉
金
吾
襲
名

本
誌
主
催
の
第
５
回
ブ
ル
ー

メ
ー
ル
賞
古
典
芸
能
部
門
で
賞

を
受
け
た
藤
間
緑
寿
郎
さ
ん
が

こ
の
秋
、
父
に
あ
た
る
若
柳
吉

金
吾
師
の
名
跡
を
継
ぎ
、
二
代

目
若
柳
吉
金
吾
に
、
ま
た
父
上

は
、
初
代
若
柳
吉
童
を
襲
名
す

慰
鴬

そ
の
襲
名
披
露
の
会
が
ｎ
月

２
日
１
４
日
ま
で
神
戸
国
際
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。
２

日
の
襲
名
の
序
幕
に
は
長
唄

「
操
三
番
聖
」
を
吉
童
の
翁
、

藤
間
緑
寿
の
千
歳
、
孫
の
林
雅

弘
君
（
６
才
）
が
三
番
里
、
後

見
を
吉
金
吾
と
親
子
三
代
が
勢

揃
い
。
吉
金
吾
は
長
唄
「
鏡
獅

子
」
清
元
「
北
州
」
夫
人
の
吉

里
は
大
和
楽
「
花
吹
雪
」
吉
童

の
禿
で
宗
家
、
家
元
と
「
戻
駕
」

が
呼
び
物
だ
。

ま
た
会
終
了
後
の
夕
方
６
時

か
ら
生
田
神
社
会
館
で
、
友
人

が
企
画
し
た
襲
名
披
露
パ
ー
テ

ィ
が
開
か
れ
る
。
一
一
代
目
吉
金

吾
が
バ
ー
ポ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
で

あ
り
、
応
援
団
が
賑
や
か
に
お

祝
い
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ね
っ

て
い
る
。
親
子
三
代
揃
っ
た
舞

踊
一
家
の
健
闘
を
祈
り
た
い
。

（
入
塀
料
は
各
旦
一
一
○
○
○
円
お
問
合
せ

は
麓
○
七
八
三
四
一
’
六
八
三
二

☆
「
雪
の
杜
若
」
東
京
に
開
く

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
世
界
に
日

本
の
美
と
情
念
を
追
っ
て
、

年
。
今
岡
順
子
舞
踊
団
（
生
Ⅲ
区

加
納
町
５
住
友
ピ
ル
６
Ｆ
麓
湖
１
５
１

８
）
が
、
ｎ
月
１
日
待
望
の
昭

和
製
年
度
芸
術
祭
参
加
と
し
て

東
京
の
草
月
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ

タ
ル
を
開
く
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
趣
」
を
今

岡
・
五
木
田
勲
「
お
七
」
加
藤

き
よ
子
・
上
甲
裕
久
「
雪
の
杜

今
岡
煩
子
加
藤
き
よ
子

》
蹄
砕
軸
御
》
》
》
坐
》
》
瞬

若
」
今
岡
順
子
の
メ
ン
バ
ー
で

踊
る
。
台
本
／
岡
田
美
代
、
振
付

／
庄
司
裕
、
美
術
／
朝
倉
摂
、

衣
裳
／
藤
本
ハ
ル
ミ
、
照
明
／

林
恵
介
、
作
曲
は
藤
舎
推
峰
で
、

中
川
善
雄
、
藤
舎
呂
悦
、
成
敏

ら
に
、
お
七
は
文
楽
の
豊
竹
鴫

大
夫
、
野
沢
吉
兵
衛
さ
ん
ら
が

生
演
奏
。
神
戸
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

が
生
ん
だ
こ
の
日
本
追
求
が
ど

こ
ま
で
燃
焼
す
る
か
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。
（
￥
３
０
０
０
）

★
新
井
満
さ
ん
と
大
森
一
樹
さ

ん
、
Ｃ
Ｆ
を
協
作

５
月
号
の
本
誌
の
座
談
会
で

初
顔
合
わ
せ
そ
し
て
意
気
投
合

「
で
は
一
緒
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

フ
ィ
ル
ム
を
撮
ろ
う
」
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
で
電
通
マ
ン
の
新

井
さ
ん
と
若
き
映
画
監
督
の
大

森
さ
ん
が
ニ
ッ
ケ
の
学
生
服
の

Ｃ
Ｆ
を
、
大
阪
靭
公
園
で
先
程

無
事
撮
影
終
了
。
音
楽
は
映
画

「
青
春
の
門
」
の
テ
ー
マ
を
使

っ
て
い
る
。

実
際
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ
る
の

は
来
年
の
１
月
か
ら
だ
が
、
で

き
上
っ
た
フ
ィ
ル
ム
の
試
写
に

ご
両
人
ま
ず
ま
ず
の
出
来
と
満

足
だ
っ
た
。
瓢
箪
か
ら
駒
の
よ

う
な
ハ
ナ
シ
で
あ
る
。

☆
ラ
ジ
オ
関
西

加
月
か
ら
ジ
ャ
ズ
の
新
番
組

秋
に
な
る
と
放
送
番
組
の
編

成
変
え
が
行
な
わ
れ
る
が
、
そ

の
中
の
ひ
と
つ
、
海
の
見
え
る

151

撮影中の大森さんく左＞
と新井さん

ガ
イ
ド
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☆
ム
ン
ジ
ャ
ク
ン
ジ
１
を

ご
存
知
で
す
か
？

ク
ロ
ヤ
マ
と
い
う
人
が
登
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
て
い

152
１

放
送
局
か
ら
ジ
ャ
ズ
の
番
組
が

流
れ
て
く
る
。
〃
音
楽
に
強
い
ラ

ジ
関
″
な
ら
で
は
の
企
画
で

土
、
日
を
除
く
毎
日
、
夜
９
時

か
ら
一
時
間
、
題
し
て
「
ジ
ャ

ズ
・
タ
イ
ム
。
ナ
イ
ン
」
が
そ

れ
。
末
広
光
夫
さ
ん
の
総
合
司

会
に
、
「
ジ
ャ
ズ
５
番
街
」
「
私

と
ジ
ャ
ズ
」
「
ジ
ャ
ズ
レ
コ
ー

ド
百
科
」
「
ジ
ャ
ズ
・
ア
ラ
カ
ル

ト
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
ジ
ャ

ズ
評
論
家
の
油
井
正
一
、
本
多

俊
夫
、
行
田
よ
し
お
の
各
氏
や

藤
岡
琢
也
さ
ん
、
北
村
英
治
さ

ん
ら
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
登
場
し

珍
し
い
話
題
も
提
供
さ
れ
る
。

秋
の
夜
長
に
、
水
割
り
で
も
飲

み
な
が
ら
ジ
ャ
ズ
を
、
っ
て
気

分
に
ぴ
っ
た
り
の
番
組
だ
。

新
装
な
っ
た
東
京
都
美
術

館
で
「
近
代
日
本
美
術
展
」

が
開
か
れ
て
い
た
。
日
本
の

近
代
美
術
一
○
○
年
の
動
き

を
二
百
人
を
超
え
る
作
家
、

二
百
三
十
数
点
で
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
打
ち
出

し
で
あ
っ
た
。

花時計あ
る
美
術
展
か
ら

私
の
観
た
の
は
結
局
そ
の

一
部
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り

感
動
的
な
展
観
で
あ
っ
た
。

明
治
に
な
っ
て
音
を
立
て

て
流
れ
こ
ん
で
き
た
西
欧
美

術
と
日
本
で
育
っ
て
き
て
い

た
日
本
美
術
と
の
激
し
い
交

流
の
軌
み
が
聞
こ
え
る
よ
う

で
あ
っ
た
。

異
質
な
文
化
の
ぶ
つ
か
り

あ
い
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
育

っ
て
来
る
新
し
い
文
化
と
い

う
も
の
が
迫
っ
て
く
る
よ
う

で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
や
は
り
日
本
人

が
も
っ
て
い
る
羊
窒
息
識
の
確

か
さ
、
日
本
人
の
も
っ
て
い

ん
る
山
に
、
ク

窪
ロ
ヤ
マ
ソ
ゥ

田
と
い
う
世
に

岡
も
美
し
く
香

り
高
い
花
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ク
ロ
ヤ
マ
ソ
ウ
を
食

べ
る
ム
ン
ジ
ャ
ク
ン
ジ
１
は
毛

虫
で
も
な
け
れ
ば
犬
で
も
な
く

空
も
飛
べ
れ
ば
時
間
も
解
る

〃
生
き
も
の
〃
で
五
年
生
た
ち

の
秘
密
の
ペ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で

す
．
．
…
・
本
誌
の
漫
画
を
書
い
て

い
る
岡
田
淳
さ
ん
の
書
き
下
ろ

し
『
ム
ン
ジ
ャ
ク
ン
ジ
１
は
毛

虫
じ
ゃ
な
い
』
が
出
版
さ
れ
た
。

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

☆
美
術
の
秋
、
十
月
六
日
（
土
）
１
十

四
日
（
日
）
迄
涌
第
三
回
西
村
功
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
水
彩
展
／
十
一
月
六
日
災
）
１

十
八
日
﹇
月
）
迄
沌
第
十
回
具
象
人
聞

五
人
股
（
中
西
勝
、
鶴
居
玲
、
松
本
宏
、

河
野
通
紀
、
西
村
功
）
が
、
元
町
画
廊

の
“
周
年
記
念
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

開
か
れ
ま
す
。

☆
画
家
の
石
阪
春
生
さ
ん
（
新
制
作
他

会
）
の
個
展
が
、
神
戸
大
丸
の
美
術
両

廊
で
十
一
月
六
日
’
十
一
日
迄
開
仙
。

☆
現
代
美
術
の
植
松
杢
二
さ
ん
が
九
月

三
十
日
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
帰
国

☆
作
家
の
田
辺
聖
子
さ
ん
が
、
ご
主
人

の
川
野
純
夫
さ
ん
、
溌
画
顎
の
高
橋
孟

さ
ん
と
一
緒
に
竹
田
洋
太
郎
さ
ん
を
案

内
役
に
し
て
十
月
四
日
か
ら
約
二
週
間

一
豆
ｌ
ヨ
ー
ク
へ
旅
立
た
れ
ま
す
。

☆
マ
ン
ガ
家
の
岡
田
淳
さ
ん
が
移
転
さ

れ
ま
し
た
。
〒
剛
神
戸
亜
眼
識
区
本
山

北
町
２
ノ
型
ノ
幻
岡
本
ハ
イ
ツ
如
雷
四

五
二
’
九
○
九
○

★
甲
南
大
学
の
黒
崎
勇
教
授
が
、
九
月

一
日
よ
り
一
年
間
、
甲
南
大
学
在
外
研

究
員
と
し
て
西
ド
イ
ツ
で
ド
イ
ツ
中
世

文
学
及
び
語
学
研
究
に
留
学
。
前
半
は

テ
ュ
ー
ピ
ン
ゲ
ン
に
、
後
半
は
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
に
滞
在
さ
れ
ま
す
。
新
住
所
は

ｇ
諺
二
『
○
茎
割
ｇ
皇
エ
国
言
塁
シ
詞
奇

冨
同
起
圃
詞
、
副
詞
．
画
謹
呂
目
ご
国
ｚ
の
同
易

圃
詞
ロ
（
三
両
⑩
副
ロ
両
丙
冨
諺
ｚ
尾
）

留
守
宅
／
束
潅
区
本
山
北
町
五
ノ
ニ
ノ

一
○
雷
○
七
八
（
四
一
一
）
五
三
一
六

★
二
紀
会
の
野
田
欽
吾
さ
ん
が
、
淡
路

の
洲
本
よ
り
神
戸
へ
移
娠
。
新
庄
所
は

〒
師
垂
水
区
背
山
台
一
ノ
ー
九
ノ
八

貧
七
五
二
・
六
三
七
七

★
神
〆
国
際
ス
テ
ー
ジ
Ｋ
Ｋ
で
永
年
、

大
道
具
方
と
し
て
活
珊
さ
れ
た
奥
田
春

一
さ
ん
が
、
こ
の
程
定
年
退
職
。
ご
く

ろ
う
さ
ま
。
現
住
所
〒
師
東
大
阪
市
金

岡
三
丁
目
十
三
番
六
号
雷
○
六
（
七
二

八
）
四
五
一
三

★
フ
ラ
メ
ン
コ
の
宮
田
隆
さ
ん
が
十
月

六
日
出
身
地
秋
田
で
リ
サ
イ
タ
ル
。
久

し
振
り
の
秋
田
掃
り
で
大
ハ
リ
キ
リ
で

し
た
。

構
想
を
練
り
始
め
て
か
ら
５
年

「
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
よ
う
な
漫

画
を
描
く
」
淳
さ
ん
が
今
回
は

作
・
絵
と
、
児
童
書
の
分
野
に
も

進
出
で
す
。
さ
て
ム
ン
ジ
ャ
ク

う
、
そ
れ
は
読
ん
で
の
お
楽
し

★
伊
丹
三
樹
彦
句
集
「
島
喚
派
」

瀬
戸
の
島
々
、
四
国
の
島
々

を
詠
ん
だ
伊
丹
三
樹
彦
尼
崎
市

欝
識

社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
。
〃
磯
菊

に
名
残
り
遊
び
の
「
マ
タ
ァ
シ

タ
」
〃
作
者
の
瓢
々
と
し
た
人
柄

が
惨
む
句
集
。
（
二
○
○
○
円
）

る
感
性
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
一

感
し
た
。
一

そ
れ
は
、
日
本
の
文
化
の
一

土
壌
の
深
さ
に
拠
る
も
の
で
・

一
時
的
に
は
模
倣
で
あ
つ
一

た
り
写
し
で
あ
っ
て
も
そ
れ
一

を
確
実
に
消
化
し
て
新
し
い
一

美
を
創
造
し
て
ゆ
く
エ
ネ
ル
ー

こ
れ
は
、
日
本
の
特
性
な
一

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
一

創
造
者
の
多
く
は
関
西
か
ら
一

生
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
一

な
い
。
関
西
の
文
化
的
土
壌
一

の
豊
か
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
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J a z z S p a c e w i t h Y o u
神戸のなかに神戸ができました
それがＪＯＹＦＵＬなのです

にしむら
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神戸市生田区中山手通2 丁目1 3 8 高島ビル2 Ｆ
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第３日曜休み
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落ち着いたムードと小気味よい音楽を……
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キャジラニー
山本恵子
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息；
霞

糾
癖
鈴
辱
》
榊
畷

・
蝿
谷
鱒
《
＆
、
穂

躍

蝋蕊？
鉢饗

．
。
．
蒼
竜
一

カ
メ
ラ
／
緒
方
し
げ
を

に
は
そ
の
心
ま
で
倣
岸
な
る
形
を
と
る
。
そ
れ
が
表
裏
な
す
気
ま

ぐ
れ
さ
。
上
る
人
と
坂
を
お
り
る
人
の
擦
違
い
に
、
劇
的
な
る
心

の
勲
さ
を
み
る
。
人
は
必
ず
振
り
返
る
。
己
の
道
を
時
と
し
て
立

ち
ど
ま
り
顧
み
な
い
者
は
い
な
い
。
古
来
、
坂
に
ロ
マ
ン
を
感
じ

北
野
町
は
、
坂
道
で
あ
る
。

不
動
坂
、
北
野
坂
、
ハ
ン
タ
ー
坂
等
、
北
に
向
う
道
は
す
べ
て

坂
。
本
来
、
坂
は
苦
痛
と
安
ら
ぎ
の
同
居
す
る
処
、
上
る
と
き
は

自
ら
下
を
向
き
謙
虚
の
姿
と
な
り
、
立
ち
停
っ
て
見
下
ろ
す
と
き

｜
●
知
ら
な
い
人
の
神
戸
／
４

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

北
野

膳

趣

巧
愈

町
か
ら 尉縦蝿蕊、

昼
下
が
り
の
北
野
に
て

靴削．

一
一

ｑ
ｒ
Ｅ

縄
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る
者
が
多
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
ｕ

坂
道
は
山
に
近
付
く
に
つ
れ
て
．
急
な
細
い
上
り
と
な
る
。
そ

の
突
き
あ
た
り
、
一
番
高
い
所
に
、
〃
う
ろ
こ
の
家
″
と
呼
ば
れ

て
い
る
異
人
館
が
あ
る
。
壁
面
の
う
ろ
こ
状
の
ス
レ
ー
ト
は
、
下

か
ら
見
上
げ
る
と
大
蛇
の
膚
の
よ
う
に
生
生
し
い
。
大
正
十
一
年
、

外
国
人
向
け
の
借
家
と
し
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
裏
手
、

山
際
に
沿
っ
て
細
い
道
が
あ
る
。
自
分
が
訪
れ
た
時
に
は
折
か
ら

の
蝉
時
雨
、
涼
風
が
吹
き
抜
け
、
眼
下
の
回
教
寺
院
の
ド
ー
ム
の

向
こ
う
に
、
港
が
見
え
海
が
広
が
り
、
素
晴
し
い
眺
望
が
あ
っ
た
。

す
ぐ
下
の
坂
道
に
は
、
引
き
も
切
ら
ぬ
観
光
客
の
ざ
わ
め
き
が
あ

る
と
い
う
の
に
、
そ
の
山
際
の
小
径
に
は
、
塵
界
を
遠
く
隔
て
た

よ
う
な
趣
が
あ
っ
た
。

お
そ
ら
く
秋
に
は
、
乾
い
た
音
を
た
て
て
枯
葉
が
転
っ
て
ゆ
き

冬
に
は
思
い
切
り
寒
風
が
頬
を
刺
す
で
あ
ろ
う
。
陽
気
な
癖
に
淋

し
が
り
屋
の
神
戸
っ
子
の
人
が
居
る
な
ら
、
そ
の
こ
み
ち
が
何
処

に
あ
る
か
分
る
筈
だ
。
懐
し
い
孤
独
な
旅
す
る
人
に
は
、
私
は
そ

の
径
を
お
す
す
め
し
た
い
。
そ
こ
で
憩
う
ひ
と
と
き
が
、
遠
い
歳

月
の
流
れ
の
う
ち
に
は
、
疲
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
と
感
ず
る
あ
な

た
の
心
に
、
再
び
立
ち
あ
が
り
歩
み
始
め
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ

な
い
と
は
、
誰
が
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
人
は
皆
そ
の
よ
う
な
心

象
風
景
の
一
つ
も
抱
い
て
、
生
き
て
行
く
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

北
野
界
隈
が
現
在
多
く
の
若
い
女
性
を
魅
き
つ
け
て
い
る
理
由

の
一
つ
は
、
案
外
そ
の
よ
う
な
処
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

異
国
情
緒
や
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
ア
ン
テ
ィ
ク
と
言
い
な
が
ら
、
そ
の

実
彼
女
達
は
人
生
に
於
け
る
一
コ
マ
の
心
象
風
景
を
求
め
て
、
海

の
見
え
る
坂
道
を
の
ぼ
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

あ
る
人
が
、
神
戸
に
は
奈
良
や
京
都
の
よ
う
に
純
日
本
的
な
古

た
ぷ
ら
か

い
物
が
な
い
か
ら
、
異
国
情
緒
と
海
で
若
い
女
の
子
を
証
し
て
商

売
を
す
る
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
話
し
て
い
た
が
、
果
し
て
そ
う

で
あ
ろ
う
か
。

私
に
は
、
彼
女
達
を
証
し
て
い
る
も
の
は
、
外
な
ら
ぬ
こ
の
人

生
そ
の
も
の
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
だ
。

私
は
最
近
異
人
館
め
ぐ
り
の
コ
ー
ス
を
三
度
ば
か
り
歩
く
機
会

を
持
っ
た
。
海
が
あ
っ
て
坂
の
多
い
と
こ
ろ
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、
シ
ス
コ
の
よ
う
に
上
り
が
あ

っ
て
下
り
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
北
野
に
は
上
り
坂
し
か

な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
上
に
行
く
ほ
ど
道
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。
車
の
数
が

減
る
分
だ
け
、
猫
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
私
は
犬

の
方
が
好
き
な
の
だ
が
、
心
の
中
で
は
猫
を
飼
う
人
の
方
が
、
よ

り
民
主
的
で
平
和
を
愛
す
る
人
が
多
い
と
評
価
し
て
い
る
。
北
野

は
平
和
を
愛
す
る
民
主
的
な
街
な
の
だ
と
思
う
。

歩
き
な
が
ら
目
に
す
る
表
札
に
は
、
外
国
名
の
も
の
が
ず
い
ぶ

ん
と
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
等
が
こ
の
街
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
そ

う
い
え
ば
、
日
本
の
文
化
の
在
り
様
そ
の
も
の
が
、
香
港
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
於
け
る
そ
れ
と
は
、
明
確
に
異
な
る
よ
う
だ
。
こ
こ

ま
で
が
外
国
文
化
の
そ
れ
で
、
こ
こ
か
ら
が
日
本
文
化
の
そ
れ
で

あ
る
な
ど
と
判
然
と
分
け
隔
て
の
出
来
る
よ
う
な
形
で
は
、
決
し

て
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
内
な
る
物
と
外
な
る
文
化
が
、

融
合
し
き
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
極
論
す
れ
ば
、
も
と
も
と
純

粋
に
内
な
る
物
は
初
め
か
ら
一
仔
在
し
な
か
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
も

よ
い
位
に
、
ｌ
た
だ
融
合
の
度
合
が
、
奈
良
と
神
戸
の
違
い
に

す
ぎ
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
て
く
る
。

異
国
の
文
化
が
極
め
て
自
然
に
生
活
に
密
着
し
た
神
戸
の
姿
は

む
し
ろ
奈
良
朝
の
日
本
の
姿
に
よ
り
近
い
も
の
を
感
じ
る
の
だ
。

神
戸
は
歴
史
が
新
し
い
だ
け
に
、
異
国
と
の
文
化
の
面
で
は
、
逆

に
神
戸
ほ
ど
日
本
的
な
街
は
な
い
と
言
う
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
私
は
北
野
の
坂
道
を
巡
っ
た
。

勾
配
は
、
思
索
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
具
合
に
出
来
て
い
る
。
若
い
娘

が
多
い
の
も
、
大
し
て
気
に
な
ら
な
い
。
女
性
が
の
さ
ば
っ
て
い

る
限
り
、
大
き
な
戦
争
は
起
き
な
い
と
思
う
か
ら
、
安
心
し
て
居

ら
れ
る
。

異
人
館
は
、
そ
れ
な
り
に
立
派
に
造
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
で
も
外
国
か
ら
来
た
人
達
の
仮
住
居
と
い
う
印
象
は
、
免
れ

な
か
っ
た
。
い
つ
か
去
っ
て
行
く
者
が
、
貿
易
に
従
事
し
た
り
外

交
に
尽
し
た
り
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
当
地
に
骨
を
埋
め
る
べ
く

し
て
自
ら
の
家
を
建
て
た
の
だ
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
異
国
に
滞

在
す
る
期
間
を
、
と
に
か
く
快
適
に
過
ご
し
得
る
だ
け
の
家
を
、

５
１
５
１
１
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ン
、
北
野
ア
レ
ー
、
異
人
館
倶
楽
部
の
四
つ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ

ル
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
店
内
を
一
巡
す
れ
ば
、
こ
の
町
が
元
町
や

三
宮
と
は
、
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
て
い
る
の
が
、
膚
に
感
じ
ら

れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
坂
を
の
ぼ
り
つ
め
た
処
に
、
普
通
の
住
宅

と
変
ら
ぬ
装
い
で
、
手
づ
く
り
の
皮
製
品
や
木
彫
品
、
染
め
物
、

陶
器
、
貴
金
属
の
装
身
具
、
小
物
な
ど
を
売
る
店
が
あ
る
。
お
客

は
観
光
客
の
若
い
女
性
が
中
心
で
、
値
段
も
千
三
百
円
か
ら
三
千

円
位
の
物
が
よ
く
売
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
や
っ
て

行
け
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
や
は
り
固
定
の
顧
客
が
あ
っ
て
、
友

人
が
来
た
の
で
案
内
し
て
来
た
と
か
、
誕
生
日
の
贈
り
物
に
と
か

一
言
っ
た
感
じ
で
、
買
っ
て
行
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
暑
い

夏
と
寒
い
冬
に
は
お
客
が
少
い
と
い
う
の
も
、
坂
に
な
っ
て
い
る

関
係
上
、
下
で
人
々
は
買
物
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
た
め
ら
し
い
。

北
野
町
で
は
商
売
を
し
て
金
持
ち
に
な
ろ
う
と
い
う
の
は
無
理

だ
と
、
町
の
人
も
言
っ
て
い
た
が
、
見
る
か
ら
に
優
雅
に
や
っ
て

行
こ
う
と
い
う
人
達
が
多
い
よ
う
に
思
え
た
。

も
と
も
と
こ
の
北
野
町
界
隈
は
、
商
館
な
ど
に
働
く
外
人
の
居

留
区
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、
ラ
ブ

ホ
テ
ル
が
建
ち
は
し
た
が
、
依
然
と
し
て
静
か
な
住
宅
街
で
物
品

販
売
の
店
も
三
年
位
前
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
。店

の
経
営
者
も
元
町
あ
た
り
だ
と
五
十
歳
か
ら
六
十
歳
代
の
人

が
多
い
の
に
対
し
、
こ
の
町
で
は
三
十
歳
代
の
経
営
者
が
そ
の
ほ

と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
い
き
お
い
、
商
売
に
対
す
る
考
え
方
も

違
っ
て
く
る
。
店
主
の
個
性
、
ポ
リ
シ
ィ
ー
が
強
く
入
っ
て
い
て
、

何
を
売
っ
た
ら
儲
け
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
自
分
が
何

を
売
り
た
い
の
か
と
い
う
主
体
的
な
意
志
の
も
と
に
商
品
が
選
ば

れ
る
。
店
主
の
個
性
は
極
め
て
強
く
反
映
し
、
ま
た
同
時
に
趣
味

性
が
強
く
な
る
。
食
べ
物
で
さ
え
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
形
態
と

み
な
す
よ
う
な
精
神
が
そ
の
根
底
に
流
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
は
若
い
人
達
の
生
き
方
、
人
生
に
対
す
る
考
え
方
が
、
そ

う
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。
お
客
様
は
神
様
と
い
う
言
葉
の
も
と
に
、

せ
い
ち
？
フ

売
る
側
の
思
考
行
為
に
か
か
っ
て
く
る
禦
肘
か
ら
自
由
で
あ
り
た

い
、
買
手
が
自
由
で
あ
る
同
程
度
に
は
、
売
手
も
ま
た
自
由
で
あ

156

彼
等
の
資
力
を
持
っ
て
し
て
無
理
の
い
か
ぬ
程
度
に
建
て
た
の
に

違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
の
日
本
の
住
宅
事
情
か
ら
す
れ
ば
、

ず
い
ぶ
ん
居
住
空
間
は
賛
沢
な
も
の
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
等
の

本
国
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
中
産
階
級
以
上
の
も
の
で
は
決
し
て

な
く
、
彼
ら
の
当
時
の
社
会
的
地
位
や
資
力
に
充
分
匹
敵
す
る
だ

け
の
建
物
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

私
は
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
映
画
俳
優
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン

の
家
に
、
ス
ク
ー
ル
ボ
ー
ィ
の
よ
う
な
形
で
住
み
込
ん
だ
こ
と
が

あ
る
が
、
山
の
上
に
建
つ
そ
の
家
は
、
掃
除
器
を
あ
て
る
だ
け
で

も
朝
九
時
か
ら
午
後
三
時
位
ま
で
か
か
っ
た
も
の
だ
。
バ
ス
ト
ィ

レ
付
き
の
寝
室
は
限
り
な
く
、
舞
踏
室
は
ち
ょ
っ
と
し
た
小
学
校

の
構
堂
位
の
広
さ
が
あ
っ
た
。
壁
に
は
欧
州
中
世
の
甲
青
刀
剣
が

飾
ら
れ
、
ス
テ
レ
オ
装
置
か
ら
映
写
室
ま
で
備
え
て
い
た
。
当
時

ジ
ョ
ー
ジ
と
噂
が
あ
っ
た
大
統
領
の
娘
が
来
て
泊
る
部
屋
に
は
、

円
型
の
ベ
ッ
ド
に
天
井
か
ら
レ
ー
ス
の
衣
が
掛
け
ら
れ
、
床
の
械

謹
は
五
セ
ン
チ
以
上
の
厚
さ
が
あ
っ
た
。
庭
の
五
十
メ
ー
タ
ー
プ

ー
ル
に
は
、
い
つ
で
も
泳
げ
る
よ
う
に
絶
え
ず
浄
化
装
置
が
水
を

き
れ
い
に
保
っ
て
い
た
。

怠
け
者
の
私
は
、
い
つ
も
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
兄
の
ビ
ル
・
ハ
ミ
ル

ト
ン
か
ら
、
仕
事
を
し
な
い
と
殺
す
ぞ
と
怒
鳴
ら
れ
な
が
ら
、
そ

れ
で
も
床
を
磨
く
宇
宙
人
の
よ
う
な
機
械
に
振
り
ま
わ
さ
れ
て
い

た
。
昼
寝
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
、
私
は
誠
に
な
っ
た
。
秘
書

が
、
帰
っ
た
ら
エ
ン
ペ
ラ
・
ヒ
ロ
ヒ
ト
に
何
と
話
す
の
か
と
冗
談

を
言
っ
た
が
、
彼
等
の
生
活
を
羨
し
い
と
は
思
わ
ぬ
ば
か
り
か
、

私
は
何
と
可
哀
そ
う
な
人
々
だ
ろ
う
と
、
本
気
に
思
っ
て
い
た
も

の
だ
。
彼
等
は
心
身
と
も
に
倦
み
疲
れ
て
い
た
。
毎
日
の
よ
う
に

夕
方
出
て
行
っ
て
は
、
真
夜
中
に
大
勢
の
お
客
を
連
れ
帰
り
、
舞

踏
室
で
ま
た
騒
ぐ
と
い
っ
た
生
活
を
、
人
は
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
耐

え
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
日
常
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
人
の
心
の
内
を
想
像
し
て
見
給
え
。

異
人
館
か
ら
例
に
よ
っ
て
話
が
逸
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
辺

り
で
私
は
地
に
つ
い
た
北
野
の
人
達
の
生
活
に
触
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。現

在
異
人
館
通
り
に
は
、
キ
ン
グ
ス
コ
ー
ト
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
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っ
て
よ
い
で
は
な
い
か
、

そ
こ
に
遊
び
の
要
素
が
入

っ
て
来
、
さ
ら
に
は
自
己

主
張
が
生
ま
れ
た
り
す

る
。
何
代
も
続
い
た
元
町

あ
た
り
の
老
舗
の
主
人

と
、
北
野
町
の
若
い
店
主

を
噛
み
合
わ
せ
た
ら
、
楽

し
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

話
の
噛
み
合
わ
な
い
部
分

も
出
て
く
る
だ
ろ
う
が
、

思
い
が
け
な
い
発
想
が
生

れ
た
り
す
る
可
能
性
は
あ

る
。

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
の
若

き
経
営
者
で
あ
る
若
山
晴

洋
さ
ん
の
言
葉
を
も
っ

て
、
こ
の
項
を
閉
じ
よ
う
。

「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
沢

山
集
ま
り
、
情
報
が
集
ま

り
、
新
し
い
も
の
の
創
造

さ
れ
る
町
、
北
野
は
未
来

に
わ
た
っ
て
そ
の
よ
う
な

町
で
あ
り
た
い
の
で
す
」

若
き
町
、
北
野
は
、
そ

■
●

の
坂
道
が
す
べ
て
上
り
で

あ
る
よ
う
に
、
今
後
益
々

ユ
ニ
ー
ク
な
街
と
し
て
発

展
す
る
よ
う
に
祈
り
な
が

ら
、
私
は
今
あ
が
っ
て
来

た
急
な
坂
道
を
下
り
始
め

た
の
で
あ
っ
た
。

（
次
回
は
有
馬
か
ら
．
：
）

北野町では商売をして金持ちになろうと云うのは無理だと、町の人も言っていたが、見るからに優雅にやって行こうと云う人達が多いように思えた噂

iＩ

１

１５７
１

齢典
浬』, 伽

強
鰹
密
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海
か
ら
の
風
は
、
も
は
や
山
手
に
ま
で
匂
わ
な
く
な
っ
た
。
春

か
す
み
を
吹
き
ち
ら
す
若
い
嵐
に
荒
れ
た
翌
日
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
ガ

ラ
ス
窓
が
砂
塵
で
黄
色
い
粉
を
ふ
い
た
よ
う
に
く
も
っ
た
。
厚
い

ガ
ラ
ス
窓
の
向
う
は
繁
華
街
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
埋
ま
り
、
海
は
、

は
る
か
彼
方
に
押
し
や
ら
れ
、
北
野
町
か
ら
も
鈍
色
の
海
が
眺
め

ら
れ
な
く
な
っ
た
。

ま
ゆ
み
は
、
毎
朝
目
を
覚
ま
す
と
い
ま
で
も
海
の
色
を
見
た
い

と
思
う
の
だ
が
、
久
し
く
そ
の
欲
望
を
断
切
ら
れ
て
い
る
。
例
え

ば
空
を
見
あ
げ
る
と
、
は
る
か
遠
く
の
海
が
写
る
よ
う
な
大
き
な

反
射
鏡
が
あ
っ
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
う
の
だ
。

「
わ
あ
、
す
ご
い
砂
嬢
よ
ね
」

ま

季
節
は
風
の

田
扉
新

☆
シ
ョ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
・
コ
ウ
ベ
〈
８
〉

妹
の
美
矢
は
、
誰
か
と
喋
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
相

手
に
喋
る
よ
う
に
独
言
を
い
っ
て
い
る
の
だ
。
最
近
は
、
そ
の
癖

が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。

「
き
っ
と
中
国
大
陸
か
ら
の
砂
よ
・
こ
の
あ
た
り
の
砂
と
は
、
ま

る
で
違
う
わ
」

海
を
埋
立
て
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
新
し
い
街
を
つ
く
る
た
め

須
磨
の
高
倉
山
を
削
取
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
砂
利
運
搬

船
を
曳
航
す
る
タ
グ
ボ
ー
ト
は
、
美
矢
も
何
度
か
み
て
い
る
が
、

こ
の
砂
挨
は
須
磨
の
山
土
じ
ゃ
な
い
。

風
は
わ
ず
か
に
海
か
ら
吹
き
あ
げ
て
く
る
が
、
磯
の
香
は
な
く
、

ど
こ
と
な
く
挨
っ
ぽ
い
。
ま
ゆ
み
は
部
屋
の
な
か
で
ケ
ー
プ
を
編

に
ま
に

絵
・
田
中
徳
喜
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匂
い
は
な
い
。
美
矢
は
恰
好
の
落
書
板
で
も
見
つ
け
た
よ
う
に
一

心
不
乱
だ
。
そ
ん
な
姿
を
ま
ゆ
み
は
、
編
み
も
の
か
ら
顔
を
あ
げ

て
み
る
。

「
ま
る
で
子
供
だ
わ
」

ま
ゆ
み
は
咳
き
な
が
ら
も
、
わ
ず
か
に
右
あ
が
り
の
男
の
名
前

を
見
分
け
る
。

「
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
な
の
」

悲
し
み
に
う
ち
ひ
し
が
れ
た
よ
う
に
、
い
ま
に
も
泣
き
だ
し
そ

う
だ
。

「
死
に
そ
う
な
の
」

「
だ
れ
が
」

「
サ
ヅ
ヵ
ー
部
で
し
ご
か
れ
、
腕
を
折
っ
た
の
」

「
腕
の
骨
折
ぐ
ら
い
で
は
死
な
な
い
わ
」

「
た
だ
の
腕
じ
ゃ
な
い
の
よ
・
学
校
一
の
黄
金
の
腕
だ
っ
た
の
よ
・

し
か
も
折
れ
た
の
は
腕
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
魂
ま
で
も
」

「
受
験
に
も
失
敗
し
た
っ
て
わ
け
」

美
矢
の
お
お
げ
さ
が
始
ま
っ
た
と
ま
ゆ
み
は
聞
き
な
が
す
。
編

み
も
の
の
手
を
や
す
め
な
い
で
喋
っ
て
ゆ
く
。

「
父
さ
ん
も
い
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
の
。
昔
は
、
男
の
兄
弟
の
多
い

家
で
は
、
年
中
誰
か
が
骨
折
し
て
石
膏
で
固
め
た
片
腕
を
首
に
掛

け
て
い
た
も
ん
だ
と
」

ま
ゆ
み
は
、
い
ま
そ
の
こ
と
を
美
矢
に
話
し
て
も
慰
め
に
は
な

ら
な
い
と
思
う
。
ま
し
て
姉
妹
だ
け
の
家
庭
で
は
。

「
怪
我
を
し
た
り
、
傷
つ
き
あ
っ
て
、
み
ん
な
大
人
に
な
っ
て
い

く
ん
だ
か
ら
」

ま
ゆ
み
は
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
ま
で
喋
っ
て
し
ま
わ
な
い
と
気
が

さ
と

す
ま
な
い
の
だ
。
美
矢
に
諭
し
な
が
ら
結
局
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
い
る
風
で
も
あ
っ
た
。

ま
ゆ
み
に
は
、
ゆ
う
べ
の
風
が
一
晩
中
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
旋
律

に
聴
え
た
。
地
の
果
て
か
ら
風
が
舞
い
雲
が
湖
び
、
ひ
か
り
が
渦

巻
く
。
大
地
は
あ
く
ま
で
も
柔
順
に
風
に
な
び
き
、
そ
の
ざ
わ
め

き
が
次
か
ら
次
へ
と
共
鳴
音
を
呼
び
怯
え
る
。
弦
の
擦
れ
あ
う
音

も
途
絶
え
な
い
。
そ
れ
と
も
女
の
す
す
り
泣
き
か
し
ら
。
ま
ゆ
み

の
耳
の
底
に
泌
み
込
ん
で
く
る
。
い
い
え
、
も
と
も
と
彼
女
自
身

1５９

ん
で
い
る
。
細
い
毛
糸
を
何
本
も
結
び
つ
な
ぎ
、
わ
ざ
と
毛
羽
立

た
せ
る
編
み
方
は
、
彼
女
の
膝
の
上
で
紫
色
の
繭
の
よ
う
に
う
っ

す
ら
と
紫
煙
に
ま
み
え
て
い
る
。
美
矢
の
独
言
を
聞
い
て
い
る
と

ま
ゆ
み
の
口
の
な
か
ま
で
が
、
砂
利
っ
ぽ
く
な
る
。
こ
れ
も
春
の

き
ざ
し
だ
。

美
矢
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
鉢
植
や
屋
根
瓦
の
砂
壌
に
つ
い
て
独
言

ち
っ
て
い
る
。
空
は
晴
れ
て
い
る
の
に
、
全
体
が
く
も
り
黄
色
く

煙
っ
て
い
る
。
大
気
圏
に
は
、
ま
だ
中
国
大
陸
か
ら
の
砂
塵
が
吹

き
ぬ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
三
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
ゴ
ピ

の
砂
漠
か
ら
の
砂
塵
が
季
節
風
に
乗
っ
て
日
本
列
島
を
被
い
、
は

る
か
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
ま
で
及
ぶ
と
い
う
黄
砂
は
、
い
っ
た
い

ど
ん
な
ス
ケ
ー
ル
な
ん
だ
ろ
う
と
美
矢
は
考
え
る
。
父
が
中
国
で

み
た
光
景
で
は
、
厚
い
壁
が
迫
っ
て
く
る
と
い
う
。
長
い
塀
が
、

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
映
像
の
よ
う
に
崩
れ
に
崩
れ
、
一
寸
先
も

見
え
な
く
な
る
と
聞
い
て
は
い
た
が
、
美
矢
に
は
、
ど
ん
な
砂
嵐

を
も
想
像
が
つ
か
な
い
。

『
黄
砂
は
水
に
沈
ま
な
い
ん
だ
よ
』
。
父
の
話
が
ま
た
想
い
出
さ

れ
る
。
『
飯
盆
の
な
か
で
、
い
つ
ま
で
も
黄
色
く
浮
い
て
い
る
ん

だ
も
ん
ね
』
。
じ
ゃ
、
年
中
季
節
風
に
乗
っ
て
大
気
圏
を
朔
ん
で

い
る
の
か
し
ら
。

「
春
先
は
、
こ
れ
で
嫌
な
の
」

「
草
も
木
も
、
い
っ
せ
い
に
生
命
力
を
た
ぎ
ら
せ
る
よ
う
に
構
え

る
で
し
ょ
う
。
生
理
的
に
負
け
ち
や
う
の
ね
」

美
矢
は
、
自
分
の
薄
い
胸
を
抱
い
て
伯
い
顔
を
し
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
窓
一
面
の
砂
は
、
黄
砂
と
い
う
よ
り
は
赤
味
を
お
び
た

オ
レ
ン
ジ
色
に
近
い
。
美
矢
は
、
窓
に
指
を
そ
え
線
を
曳
く
。
米

粉
と
同
じ
感
触
だ
。
そ
の
う
ち
男
の
名
前
を
な
ぞ
っ
て
み
る
。
磯

上
昇
。
美
矢
は
、
一
名
前
書
き
終
え
る
た
び
に
溜
息
を
つ
く
ら
し

い
。
文
字
は
楕
害
で
あ
っ
た
り
、
行
書
を
く
ず
し
た
草
書
に
し
た

り
雷
ロ
ー
マ
字
も
ま
じ
え
、
一
人
の
男
の
名
前
を
な
ぞ
っ
て
ゆ
く
。

風
の
音
を
忘
れ
、
窓
ガ
ラ
ス
に
写
っ
て
い
る
自
分
の
顔
が
、
朝
の

ひ
か
り
に
ま
ぶ
し
く
浮
か
ん
で
い
る
の
に
気
づ
い
て
な
い
。
男
の

イ
ラ
ス
ト
は
、
た
ぶ
ん
そ
の
磯
上
な
ん
と
か
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

人
差
指
に
ふ
れ
る
砂
の
粒
子
は
細
か
く
粉
の
よ
う
に
な
め
ら
か
。
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黄
砂
は
二
日
後
も
北
野
界
隈
を
被
っ
て
去
っ
た
。
春
風
は
う
る

ん
だ
涙
雨
を
桜
に
か
ら
ま
せ
雷
を
押
し
ひ
ら
い
た
。

こ
の
季
節
に
な
る
と
い
よ
い
よ
唇
が
渇
く
。
無
性
に
胸
さ
わ
ぎ

が
し
て
落
着
け
な
い
。
ま
ゆ
み
は
坂
道
を
足
指
に
力
を
こ
め
、
わ

ざ
と
大
股
に
下
り
て
ゆ
く
。
風
が
足
許
か
ら
舞
い
、
膝
頭
が
冷
つ

と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
鼻
の
頭
や
肱
の
下
に
汗
が
に

じ
ん
で
く
る
。
動
惇
が
乳
房
を
突
き
あ
げ
て
く
る
。
額
に
か
ざ
す

た
ら
し
い
。

「
家
中
が
砂
ま
み
れ
よ
。
寝
床
も
美
矢
の
顔
も
髪
も
砂
臭
い
わ
。

あ
あ
、
も
う
嫌
よ
」

「
こ
の
分
じ
ゃ
、
ま
だ
二
、
三
日
襲
っ
て
く
る
わ
よ
」

美
矢
は
応
え
ず
に
ピ
ア
ノ
の
上
の
蓋
に
指
を
這
わ
せ
て
い
る
。

「
も
う
、
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
の
名
前
は
よ
し
て
よ
」

美
矢
は
聞
い
て
い
る
の
か
、
応
え
ず
に
指
を
さ
か
ん
に
く
ね
ら

せ
て
い
る
。

こ

「
ね
え
、
そ
の
男
を
一
度
連
れ
て
き
な
さ
い
よ
」

「
姉
さ
ん
に
は
関
係
な
い
わ
」

「
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
美
矢
ち
ゃ
ん
が
、
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
男

性
を
好
む
の
か
、
参
考
に
し
た
い
の
」

ま
ゆ
み
は
セ
ン
タ
ー
街
で
妹
た
ち
数
人
の
男
女
生
徒
が
歩
い
て

い
る
の
に
出
逢
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
美
矢
の
友
達
が
ま
ゆ
み
を
い

ち
早
く
見
つ
け
て
、
男
友
達
に
も
知
ら
せ
る
風
だ
っ
た
。
ま
ゆ
み

は
、
店
に
出
か
け
る
前
で
挨
拶
だ
け
で
す
れ
ち
が
っ
た
。
そ
の
男

友
達
の
な
か
に
磯
上
昇
は
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
美
矢
の

友
達
が
家
に
来
た
と
き
、
昇
は
、
美
矢
よ
り
姉
さ
ん
を
好
い
て
い

る
の
よ
と
話
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
美
矢
の
口
か
ら
そ
の

こ
と
を
告
白
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

「
美
矢
ち
ゃ
ん
は
、
勝
手
の
悪
い
と
き
は
、
返
事
も
し
て
く
れ
な

い
の
ね
」

ま
ゆ
み
が
ふ
り
か
え
る
と
、
も
う
美
矢
は
ピ
ア
ノ
の
前
か
ら
姿

を
消
し
て
い
る
。
一
天
矢
の
部
屋
か
ら
ラ
ジ
オ
が
聴
え
て
く
る
。
ま

た
、
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
だ
。
ま
ゆ
み
は
、
追
い
た
て
ら
れ

る
足
音
に
リ
ズ
ム
が
似
て
好
き
じ
ゃ
な
い
。

１
１６０
１

の
耳
の
底
か
ら
悲
槍
が
湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、
た
び
た

び
寝
返
り
し
て
は
、
眼
を
覚
ま
し
た
。
窓
の
外
は
、
意
外
に
明
る

く
、
昼
間
と
は
別
な
明
る
さ
が
、
ま
る
で
清
澄
な
海
の
中
を
眺
め

る
気
分
に
さ
せ
た
。
白
い
雲
が
、
青
空
を
泳
い
で
ゆ
く
。
大
き
く

猛
だ
け
し
い
塊
が
、
も
こ
も
こ
と
這
っ
て
い
る
。
薄
い
真
綿
を
引

裂
い
た
よ
う
な
ち
ぎ
れ
雲
が
、
青
空
に
溶
解
し
て
ゆ
く
。
そ
の
間

に
も
ま
ゆ
み
は
風
の
音
を
逃
さ
な
か
っ
た
。
突
風
は
窓
の
隙
間
に

ぶ
ち
当
っ
て
フ
ル
ー
ト
と
の
二
重
奏
を
は
じ
め
て
い
る
。

遠
く
か
ら
聴
え
る
旋
律
は
、
い
つ
も
悲
し
い
。
ま
ゆ
み
は
、
そ

の
人
の
言
葉
を
想
い
出
し
て
い
た
。
山
手
の
ク
ラ
ブ
を
専
用
に
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
ま
ゆ
み
に
ネ
パ
ー
ル
の
み
や
げ
だ
と
い
っ
て

熊
内
は
サ
ー
ラ
ン
ギ
と
い
う
小
型
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
さ
げ
て
き

た
。
チ
ー
ク
材
を
く
り
ぬ
き
、
四
本
の
弦
も
調
整
が
で
き
る
し
、

絃
も
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て
い
る
の
だ
。
そ
の
音
色
は
、
熊
内
が
弾
い

て
も
、
悲
し
い
音
色
し
か
出
せ
な
い
。

「
本
来
は
、
は
る
か
彼
方
か
ら
の
風
の
音
に
似
て
い
る
ん
だ
が
ね
」

熊
内
は
、
ま
ゆ
み
の
店
へ
は
二
、
三
度
来
た
ぐ
ら
い
で
、
彼
女

も
彼
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
知
ら
な
い
。
彼
は
な
ん
と
か
音
色
を

出
そ
う
と
左
腕
に
持
っ
た
サ
ー
ラ
ン
ギ
を
捧
げ
た
ま
ま
、
ま
ゆ
み

に
差
し
出
す
。

「
家
で
飾
り
物
に
な
っ
て
挨
ま
み
れ
に
な
る
よ
り
は
、
あ
な
た
に

奏
で
ら
れ
る
方
が
幸
で
し
ょ
う
か
ら
」

こ
ん
な
こ
と
も
つ
け
加
え
て
い
た
。

「
安
い
も
ん
で
す
よ
。
楽
器
と
は
い
え
な
い
価
格
で
ね
。
そ
れ
よ

り
、
イ
ン
ド
廻
り
で
帰
国
途
中
で
も
、
ず
っ
と
膝
の
上
に
抱
え
て

い
た
こ
と
の
代
価
が
高
く
つ
い
た
ほ
ど
で
す
」

イ
ン
ド
で
買
っ
た
ピ
ー
ナ
や
タ
ブ
ラ
も
、
仲
間
た
ち
は
、
そ
れ

は
そ
れ
は
大
事
に
飛
行
機
の
な
か
で
も
肌
身
離
さ
ず
抱
い
て
い
た

と
笑
う
。
ま
ゆ
み
は
、
大
の
男
が
機
内
で
へ
ち
ま
で
つ
く
っ
た
ビ

ー
ナ
や
タ
ブ
ラ
を
抱
え
て
い
る
様
子
の
方
が
、
よ
っ
ぽ
ど
お
か
し

く
思
え
た
。
も
う
三
年
も
前
に
な
る
熊
内
の
こ
と
を
想
い
出
し
た

の
も
、
ゆ
う
べ
の
風
の
音
の
せ
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ピ
ア
ノ

の
あ
る
後
の
棚
に
サ
ル
ギ
ー
が
挨
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
だ
。

美
矢
が
部
屋
に
入
っ
て
き
た
。
ピ
ア
ノ
の
上
の
砂
挨
に
気
づ
い
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掌
が
ふ
る
え
る
。
異
人
館
通
り
か
ら
突
然
若
い
男
が
飛
び
だ
し
て

き
た
。
ま
ゆ
み
は
突
作
に
駆
け
だ
す
、
ふ
り
む
き
も
せ
ず
に
。
男

の
足
音
は
、
な
に
も
な
か
っ
た
よ
う
に
ま
ゆ
み
の
側
を
追
い
こ
し

て
し
ま
う
。
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
振
り
か
ざ
し
て
抵
抗
し
た
の
は
、

何
年
前
の
春
だ
っ
た
か
し
ら
。

「
姉
さ
ん
は
、
男
に
付
け
ら
れ
る
雰
囲
気
が
あ
る
わ
。
犯
罪
者
は

い
つ
も
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
通
り
に
行
動
す
る
の
よ
』
美
矢

が
生
意
気
い
っ
て
い
た
つ
け
。

川
沿
い
に
あ
る
公
園
の
桜
は
、
い
ま
が
見
ご
ろ
だ
ろ
う
。
夜
来

の
雨
で
洗
わ
れ
た
花
び
ら
が
、
ま
ゆ
み
は
好
き
で
あ
る
。
長
い
髪

が
風
に
弄
ば
れ
る
た
び
に
若
や
い
で
ゆ
く
。
う
す
日
の
空
は
、
春

の
霞
で
白
っ
ぽ
く
低
い
。
ま
だ
冷
た
い
風
が
、
上
空
を
吹
き
ぬ
け

る
ら
し
く
、
ひ
や
つ
と
す
る
風
が
胸
元
を
掠
め
る
。
ざ
っ
く
り
し

た
セ
ー
タ
ー
か
ら
う
す
い
ブ
ラ
ウ
ス
に
着
替
え
た
の
も
早
過
ぎ
た

尾一画一戸一, ,

進
ｒ
か
け
て
く
る
。
ま
ゆ
み
に
も

堕
し
て
い
な
け
れ
ば
、
い
ま
の
よ

う
な
子
が
一
人
い
た
は
ず
。

も
う
、
き
ょ
う
を
逃
せ
ば
、
こ

と
し
の
桜
も
終
り
よ
れ
。
ま
ゆ
み

は
自
分
を
慰
め
で
も
す
る
よ
う
に

咳
い
て
み
る
。
駅
の
ホ
ー
ム
に
上

る
と
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
桜
並

木
が
見
た
く
な
っ
た
。
電
車
に
乗

っ
て
も
ま
ゆ
み
の
胸
さ
わ
ぎ
は
つ

づ
い
て
い
る
。
つ
り
皮
を
持
っ
た

ま
ま
家
並
み
の
固
い
風
景
を
見
過

ご
す
。
狭
い
家
の
庭
先
や
社
か
ら

も
背
伸
び
し
た
桜
が
と
び
こ
ん
で

く
る
。
窓
に
は
ふ
と
ん
や
毛
布
が

花
ざ
か
り
だ
。
早
く
も
鯉
の
ぼ
り

を
建
て
た
め
で
た
い
家
も
あ
っ

た
。電

車
は
桜
の
枝
を
ひ
ろ
げ
た
ホ

ー
ム
に
停
っ
た
。
ま
ゆ
み
は
立
ち

ど
ま
っ
て
は
、
一
本
一
本
の
枝
を

１
１
６
１
１

一一一一一一一一一舌
ー一一一一一 - - - -

の
か
し
ら
。
お
店
で
は
、
衣
替
え
の
早
い
の
で
評
判
だ
け
ど
。
編

み
さ
し
の
ケ
ー
プ
も
、
ま
だ
仕
上
っ
て
い
な
い
。

通
り
に
面
し
た
四
角
い
公
園
か
ら
子
供
た
ち
の
声
が
湧
い
て
く

る
。
近
く
の
ア
パ
ー
ト
の
主
婦
た
ち
が
、
子
供
を
砂
場
で
遊
ば
せ

て
い
る
。
ま
ゆ
み
は
、
公
園
の
入
口
で
立
ち
ど
ま
り
桜
の
林
を
み

た
。
大
き
く
呼
吸
を
し
て
眼
を
細
め
る
。
い
つ
も
貧
相
な
公
園
が
、

華
や
か
に
盛
り
つ
け
ら
れ
た
衣
裳
で
澄
ま
し
て
い
る
。
ま
ゆ
み
は

花
の
下
に
立
ち
、
化
粧
の
顔
に
映
え
る
花
影
に
う
っ
と
り
し
て
み

る
』
花
び
ら
が
ち
ら
ほ
ら
。
砂
場
の
子
供
た
ち
が
駆
け
ま
わ
っ
て

い
る
。
ベ
ン
チ
で
は
婦
人
た
ち
が
、
編
み
も
の
を
手
に
談
笑
し
て

い
る
。
大
き
な
腹
を
突
き
だ
し
、
汗
ば
ん
だ
息
づ
か
い
に
気
づ
い

た
ま
ゆ
み
は
、
眼
を
と
じ
足
早
に
立
ち
去
る
。
突
然
、
子
供
の
泣

き
声
が
起
る
。
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
い
た
女
の
子
が
落
ち
た
ら
し

い
。
叱
り
つ
け
る
母
親
の
声
も
追
い
か
け
て
く
る
。
ま
ゆ
み
に
も
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見
あ
げ
た
。
溜
息
を
つ
く
。
香
の
薄
い
、
淡
い
花
び
ら
が
蝶
の
よ

う
に
は
ら
は
ら
と
舞
う
。
花
び
ら
に
は
死
の
や
す
ら
ぎ
が
あ
る
。

歓
び
で
も
な
い
悲
し
み
で
も
な
い
水
の
よ
う
な
や
す
ら
ぎ
で
あ

る
。
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
桜
を
眺
め
て
い
る
と
花
影
に
躯
全
体
が
染

っ
て
し
ま
い
そ
う
。
眼
を
閉
じ
る
と
花
吹
雪
の
華
や
か
さ
が
よ
み

が
え
る
。
こ
の
桜
並
木
の
下
に
来
年
も
立
て
る
で
し
ょ
う
か
、
ま

ゆ
み
は
、
ふ
と
別
れ
た
ま
ま
の
熊
内
に
心
が
ゆ
れ
る
。

彼
の
家
は
、
こ
の
川
沿
い
の
駅
の
住
宅
街
に
あ
っ
た
。
マ
ン
シ

ョ
ン
に
建
替
っ
た
通
り
は
、
見
知
ら
ぬ
町
の
よ
う
に
不
安
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
見
お
ぼ
え
の
あ
る
家
並
み
に
沿
っ
て
ま
ゆ
み
は
歩
い

た
。
な
に
か
に
懸
か
れ
た
か
の
よ
う
に
、
通
り
か
ら
路
地
の
角
に

生
垣
が
あ
っ
て
、
そ
の
向
う
は
黒
っ
ぽ
い
人
影
が
連
な
っ
て
い
る
。

葬
式
の
稲
が
通
り
の
中
程
ま
で
並
ん
で
い
る
。
ま
ゆ
み
の
胸
は
、

は
げ
し
く
鳴
っ
た
。
朝
か
ら
の
唇
の
乾
き
、
胸
さ
わ
ぎ
は
、
こ
の

せ
い
だ
っ
た
の
か
と
。
ま
ゆ
み
は
、
も
と
の
堤
防
へ
引
返
す
。

あ
の
と
き
も
男
の
家
の
近
く
ま
で
き
て
、
こ
の
堤
防
を
並
ん
で

歩
い
た
。
誘
わ
れ
る
ま
ま
つ
い
て
き
た
こ
と
に
ま
ゆ
み
は
後
悔
は

し
て
い
な
か
っ
た
。

『
み
ん
な
、
桜
の
せ
い
に
す
る
ん
だ
も
ん
』

堤
防
の
若
草
に
は
、
か
げ
ろ
う
が
青
く
ひ
か
っ
て
い
る
。
そ
の

男
の
裏
庭
に
も
桜
の
大
樹
が
あ
っ
た
。
ま
ゆ
み
が
堤
防
か
ら
眺
め

て
も
桜
の
樹
は
見
当
ら
な
い
。
幻
だ
っ
た
の
か
し
ら
。
そ
ん
な
筈

な
い
わ
。

『
桜
の
樹
の
下
に
は
、
イ
ン
コ
や
み
ど
り
亀
に
カ
ブ
ト
虫
、
猫
も

埋
め
た
ん
で
す
よ
。
い
ま
に
女
房
で
も
埋
め
よ
う
か
と
』
。
梶
井

基
次
郎
の
作
品
じ
ゃ
な
い
が
、
と
熊
内
は
笑
っ
た
顔
で
、
不
意
に

ま
ゆ
み
に
接
吻
し
て
き
た
。

『
僕
も
死
ん
だ
ら
、
裏
の
桜
の
樹
の
下
に
埋
め
る
よ
う
遺
言
す
る

つ
も
り
で
す
』

空
明
り
よ
り
も
あ
か
る
く
、
狐
火
の
群
っ
た
よ
う
な
塊
が
庭
の

一
隅
に
あ
っ
た
。
樹
々
の
暗
が
り
の
な
か
に
、
そ
こ
だ
け
が
炎
の

輪
を
幾
層
に
も
ひ
ろ
げ
て
か
が
や
い
て
い
た
。
ま
ゆ
み
は
堤
防
を

歩
き
な
が
ら
、
そ
の
光
景
を
探
し
求
め
た
。
い
ま
は
、
花
も
つ
け

ず
黒
く
汚
れ
た
枝
が
曲
り
、
天
に
の
け
ぞ
っ
て
い
る
枯
木
を
ょ
う

や
く
見
つ
け
た
。
死
ん
だ
の
は
熊
内
だ
ろ
う
か
。
病
弱
だ
っ
た
と

い
う
奥
様
だ
ろ
う
か
。

『
い
ま
は
、
堕
し
て
も
ら
う
し
か
、
し
ょ
う
が
な
い
な
』

『
わ
た
し
も
、
そ
う
し
て
あ
げ
た
い
け
ど
。
風
の
お
と
し
子
が
、

一
生
つ
き
ま
と
う
わ
』

詩
う
こ
と
に
自
信
の
な
い
ま
ゆ
み
は
、
花
冷
え
で
風
邪
を
こ
じ

ら
せ
、
男
の
意
志
に
折
れ
て
い
た
。

堤
防
で
通
り
す
ご
す
人
に
、
ま
ゆ
み
は
誰
の
葬
式
か
訊
い
て
み

る
。「

ご
主
人
で
す
よ
。
交
通
事
故
で
す
」

「
い
つ
だ
っ
た
の
で
す
か
」

犬
を
つ
れ
た
婦
人
は
、
ま
ゆ
み
を
見
詰
め
た
。

「
そ
う
、
黄
砂
が
襲
っ
て
き
た
日
だ
っ
た
か
ら
。
そ
れ
以
後
、
ず

っ
と
意
識
不
明
だ
っ
た
そ
う
で
す
」

あ
の
黄
砂
に
ま
み
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
は
、
熊
内
の
悲
鳴

だ
っ
た
の
か
。

川
の
向
う
に
焼
場
が
あ
る
。
そ
の
黒
い
煙
突
が
後
向
き
の
熊
内

に
み
え
る
。
墓
地
も
花
ざ
か
り
で
、
風
に
浮
か
ぶ
真
綿
が
連
な
っ

た
ま
ま
煙
突
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
る
。
美
し
い
眺
め
じ
ゃ
な
い
。

み
ど
り
の
な
い
花
の
輪
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
不
吉
な
絵
だ
。
も
う
次

の
雨
で
、
こ
の
風
景
は
洗
い
落
さ
れ
る
。
ま
ゆ
み
は
煙
突
か
ら
噴

出
る
煙
を
見
た
く
な
っ
た
。
青
い
か
げ
ろ
う
に
踊
っ
て
い
る
間
に
、

重
油
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
炎
が
、
熊
内
を
焼
き
つ
く
す
だ
ろ

う
。
ま
ゆ
み
は
、
店
へ
の
出
勤
が
遅
れ
て
も
、
い
ま
は
た
だ
、
若

い
か
げ
ろ
う
に
身
を
焦
し
て
、
そ
の
煙
が
見
た
い
気
が
す
る
。（

一
旭
）

し
て
い
る
。
「
十
八
・
…
．
．
」
は
椎
名
氏
の
「
母
の
像
」
を
下
破
き
に
し
た
作
品
で
、
他

方
「
女
ふ
た
り
」
は
阿
部
定
と
サ
ロ
メ
が
か
ら
む
凪
聯
さ
ん
独
自
の
世
界
を
展
鮒
し

て
い
る
。
大
阪
読
売
広
告
社
の
ア
ド
マ
ン
と
し
て
活
眼
す
る
傍
ら
、
過
去
二
回
、
イ

ン
ド
を
訪
れ
、
そ
の
成
果
を
単
行
本
「
シ
ー
ル
プ
ラ
ウ
ン
の
神
々
」
（
宝
塚
出
版
刊
）

に
結
集
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
二
年
、
第
一
回
神
戸
文
学
批
受
世
。
尼
崎
市
在
住
。

画話

田
騨
さ
ん
の
文
学
的
出
発
は
故
椎
名
麟
三
氏
と
の
選
遁
に
よ

る
。
凶
下
、
椎
名
臓
三
の
文
学
碑
を
同
氏
の
故
郷
、
姫
路
市
に

建
て
ん
が
た
め
東
奔
西
走
の
毎
日
で
あ
る
。
一
方
、
文
学
活
動

も
活
発
で
「
十
八
丁
は
山
の
上
」
（
九
十
五
枚
）
と
戯
曲
「
女

ふ
た
り
」
（
五
十
枚
）
を
同
人
誌
「
十
日
」
（
十
月
号
）
に
発
表

口
田
扉
新
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